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日　本　語・日　本　事情

日本語初級・中級・上級の授業

浮　田　三　郎

1989年度の日本語の授業は,前回報告した前年度のものと大体同じであるが, 1989

年10月に広島大学教育学部が西条町に移転したので,日本語教育の中心は西条キャン

パスに移ったことになる。しかし,今だに広島大学が統合移転の過渡期にあるため,

日本語の授業は千田キャンパスと西条キャンパスの二つの地区で行われなければなら

ないのである。しかも,教養課程の学生は千田キャンパスで学んでおり,教養課程の

日本語の授業は.ほとんどそちらで行われなければならない。そのため,体系的統合的

に充実した日本語の授業を行うためのスタッフの確保は,依然として問題である。た

だ,教室使用の問題は,現在のところほぼ解消されている状態である。

年々,広島大学の外国人留学生の数は,大幅に伸びており,大いに充実した授業形

態が考えられなければならなくなるであろう。ちなみに,外国人留学生の数は1988

年5月現在で329人であったものが1989年5月現在では369人さらに1明現在では

443人に上っている。したがって,数年後に広島大学の統合移転が完了した時のこと

も考えて,体系的にも統合的にも充実した日本語・日本事情のカリキュラムと授業形

態を構想しているところである。

1988年度から1989年度にかけての日本語・日本事情の活動は,前述した教育学部の

西条移転に大いに影響されている。即ち,移転に際しての種々の移転作業を余義なく

ざれたことや,千田,西条の両キャンパスでの充実した授業を行うための非常勤講師

等の配置替えなどの調整,さらに教員研修留学生のための日本語集中授業の新しい試

みと様々な試行錯誤が要求されたのである。そんな中で,正規の授業,種々の研究留

学生のための補習授業,教員研修留学生のための集中授業などの種々の日本語・日本

事情の授業,日本語・日本文化に関わるプログラムを行ってきた。そこで,ここでは,

日本語・日本事情の授業に関わる活動を中心に,以下に1988年度と1989年度のカリキュラ

ムと授業内容を学生便覧から抜粋してみる。授業内容も年々小さな変化はあるが,それほ

ど大きな変化はないので,授業内容は,今回は1989年度の授業内容だけを挙げるに

とどめる。そして,この麦(表2 )の備考欄を見るだけでも,西条移転のための苦労

が分かるであろ。
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表l　日本語・日本事情授業料目

日本語・日本事情授業科目(1988)

授 業 科 目

開
苦

敬

学 期 別遇
授 業時 数

備 考
前
期
後
期

◎ 日 本 語 初 級 1 1 2 2 広 島 大 学 外 国

人 留 学 生 の た

め の 授 業 で あ

る0

日 本 語 初 級 t

か ら 日 本 語 初

級 Ⅳ ま で は 前

期 又 は 後 期 で

受 講 0

◎ 印 の 授 業 は

西 条 キ ャ ンパ

ス で も開 講 0

◎ 日 本 語 初 級 Ⅱ 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅲ 1 2 2

H + ∴ ? j ・':蝣 iv 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 1 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 Ⅱ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅲ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅳ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅵ 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 l 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅱ 2 2 2

日 ∵本 語 上 級 Ⅲ i 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅳ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅴ 2 2 2

◎ 日 本 事 情 1 2 2 2

日 本 事 情 Ⅲ 2 2 2 ・

日 本 事 情 Ⅲ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅳ 2 2 2

日 本 文 化 2 2 2

日 本 語 初 級 特 講 1 2 12

日 本 語 中 級 特 講 8 8

表2　日本語・日本事情授業内容

日本語・日本事情(1989)

日本語・日本事情授業科目(1989)

授 業 科 目

開
設
単
簸

学 期 別週

備 考
前
期
後
期

◎ 日 本 語 初 級 l 1 2 2 広 島 大 学 外 国

人 留 学 生 の た

め の 授 業 で あ

る0

日本 語 初 級 l

か ら 日本 語 初

級 Ⅳ ま で は 前

期 又 は 後 期 で

受 講 O

前 期 は 東千 田

地 区 , 後 期 は

西 条 地 区で 開

講 0

た だ し, ◎ 印

の授 業 は 東干

臥 西 条 の 両

地 で 開 講 0

◎ 日 本 語 初 級 Ⅱ 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅲ 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅳ 1 2 2

◎ 日本 語 中 級 1 - 1 2 2 2

日 本 語 中 級 I I 2 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 Ⅲ 2 2 2

◎ 日 本 語 中 級 Ⅲ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅳ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅵ 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 1 2 2 2

◎ 日 本 語 上 級 Ⅲ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅲ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅳ 2 o 2

日 本 語 上 級 Ⅴ 2 2 2

◎ 日 本 事 情 l 2 2 2

日 本 事 情 Ⅱ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅲ o 2 n

日 本 事 情 Ⅳ 2 2 2

日 本 文 化 2 2 2

日 本 語 特 講 15 3 0

日 本 語 中 級 特 講 8 8

授 業 科 目
単
位
敬
担当教官 授 業 内 容 学期 備 考

日 本 語 1 長 友 日本語学習経験のほとん どない学習者 を対 前 千田キ ャンパス

初 級 1 象 に発音 .文 字 .基 本 文型を教える0
後 西条キ ャンパ ス

日 本 語
初 級 1

1 小 野
( 非 常勤 )

同 上

前 西条キ ャンパス

後 千田キャンパス内 藤

( 非常 勤 )
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授業科目
単
位
敬
担当教官 授 業 内 容 学期 備 考

日 本 語 1 未 定 日本語学習経験のほとんどない学習者を対 前 千田キャンパス
初 級 ∬ 象に問題演習を行う0

後 西条キャンパス

日 本 語
初 級 Ⅱ

渡 部

同 上
前 西条キャンパス

後 千田キャンパス

日 本 語 1 岡 崎 日本語学習経験のほとんどない学習者を対 前 千田キャンパス
初 級 Ⅲ 象に, 読解指導を行う0

後 西条キャンパス

日 本 語 1 未 定 日本語学習経験のほとんどない学習者を対 前 千 田キャンパス
初 級 Ⅳ 象に, 聴解. 会話演習を行う0

西条キャンパス

日本語中級 2 多和田 日本語初級を終った程度の学習者に, 読解 前 千田キャンパス
I一 l .文法指導を行う0

田 畑
(非常封 )

後 西条キャンパス

日本語中級
I一 l

2 田 畑
(非常数 )

同 上

前 西条キャンパス

後 千田キャンパス
小 林
( 非常数 )

日本語中級 2 未 定 日本語初級を終った程度の学習者に, 読解 前 千田キャンパス
- 2 . 文法指導を行う0

後 西条キャンパス

日 本 語 2 小 林 日本語初級を終った程度の学習者に, 作文 前 千田キャンパス
中 級 Ⅱ (非常封 ) .会話の指導を行う0

後 西条キャンパス
大 槻
(非常勤 )

日 本 語
中 級 Ⅱ

2 渡 部
(非常勤 ) 同 上

前 西条キャンパス

後 千田キャンパス

日 本 語 2 カツケン 日本語初級を終った程度の学習者に, 小説 前 千田キャンパス
中 級 灯 プッシュ .随筆などの講読の指導を行う0

後 西条キャンパス

日 本 語
中 級 Ⅲ

大 槻
(非常助 )

同 上

前 西条キャンパス

後 千田キャンパス古 情
(非常助 )

日 本 語 2 古 橋 日本語中級 I～Ⅲを終った程度の学習者に 前 千田キャンパス
中 級 Ⅳ ( 非常数 ) 読解 .文法 .口頭表現 (会話 ) . 文章表現

( 作文 )を教える0 後 西条キャンパス
多和田
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授業科 目
H
位
サ
担当教官 授 業 内 容 学期 備 考

日 本 語 2 沼 本 日本語中級 I～Ⅲを終った程度の学習者に, 前 千田キャンパス

中 級 Ⅴ 漢字の使い方 .発音 l漢語の体系などを教え
る0 級 西条キャンパス

日 本 語 2 位 藤 E]本語中級 I～Ⅲを終った程度の学習者に 前 千田キャンパス

中 級 Ⅵ (非常助 ) 小説などの読解指導を行うO
後 西条キャンパス

田 畑
(非常数 )

日 本 語 2 未 定 読解 .スピーチ .聞き取り .上級文法 .作 前 千田キャンパス

上 級 l 文を指導する0
後 西条キャンパス

日 本 語
上 級 1

2 大 槻
(非常数 ) 同 上

前 西条キャンパス

後 千田キャンパス

深 見

日 本 語 2 未 定 日本文学を題材として, 日本語の語免 .棉 前 千田キャンパス

上 級 Ⅲ 文 .表現 .発想の特徴を追求し, あわせて日

本文化の構造と特色を検討する。 後 西条キャンパス

日 本 語 2 田 畑 読解 .スピーチ .聞き取り .上級文法を教 前 西条キャンパス

上 級 tl ( 非常助 ) える0
後 千田キャンパス

小 林
(非常助 )

日 本 語 2 木 坂 作文 .読解を柱にした, 課題別総合指導を 前 千田キャンパス

上 級 Ⅲ 行う0
後 西条キャンパス

日 本 語 2 小 林 読解 .. スピ「チ .聞き取り .上級文法を教 前 千田キャンパス

上 級 Ⅳ (非常勤 ) える0

大 槻

(非常封 )

級 西条キャンパス

日 本 語 2 浮 田 漢字の知識のある学習者を対象に続解 .作 前 千田キャンパス

上 級 Ⅴ 文を中心に日本語の表現現法の指導を行い,

日本文化について講義 .討論を行う0 後 西条キャンパス

日本事情 l 2 水 町 文字 .音声 .映像を通して日本の社会 .文
化生活様式の理解をはかり. 学習者の自国の
事情との比較にもとづく討論を行う0

前 千田キャンパス

後 西条キャンパス

日本事情 1 2 大 槻
(非常封 )

日本の文化及び習慣等について考察する0 前 西条キャンパス

後 千田キャンパス

位 藤

日本事情 Ⅲ 2 奥田 ( 久 )
( 非常封 )

日本の文化及び習慣等について考察する0 前 千田キャンパス

後 西条キャンパス
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授業科 目
単
位
a
担当教官 授 業 内 容

A
学期 備 考

日本事情Ⅲ 2 上 原 日本人の思考様式を, 異文化間コミュニケ

- シヨン的視点により講義 l討論する0

前 千田キャンパス

未 定 後 西条キャンパス

日本事情Ⅳ o 相 原 E]本文学を題材として, 日本人の発想の特
徴や日本文化の構造と特色を講義 .討論する0

前 千田キャンパス

後 西条キャンパス

日 本 語 15 浮 田 日本語をほとんど知らない学生に発音 .文 後 教員研修留学生

特 講 多和田
長 友
深 見

奥田( 久 )
( 非常助 )

渡 部
(非常数 )

大 槻
(非常数 )

小 野
(非常勤 )

辛 .会話 .作文の初歩を集中的に教える0 のためのプログ

ラム

日本語中級 8 浮 田 初級特講を終った程度の学生に読解 .文法 前
特 講 上

多和田
長 友
深 見
縫 部
奥田 (久 )
( 非常封 )
内 藤
(非常勤 )

.会話 .作文を集中的に教える0

日 本 語 未 定 日本語 .日本文化研修留学生を対象に, 日 1前

後

日本 文 化 本文化のさまざまな側面について, より深い

知識と理解を得させる0
なおー講義に合わせて随時実地研修も行う0
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日本言吾日本文化研修プログラム

深　見　兼　孝

広島大学では,昭和60年度より日本語日本文化研修留学生を受け入れているが,昭

和62年度より特別経費の交付を受け, 「日本語日本文化研修プログラム」を開始し,

現在に至っている1.)昭和63年度後期および平成元年度前期のプログラムの概要は,次

の通りである。

昭和63年度後期

10月19日(火)オリエンテーション

10月24日(月)講義　日本の経済

10月29日(土)

さ　　　　見学　　神楽

10月30日(日)

11月7日(月)講義

11月11日(金)見学

11月15日(火)講義

11月21日(月)講義

11月25日(金)見学

12月13日(火)講義

12月19日(月)講義

日本の財政

宮島

日本の宗教

日本の金融

マツダ

日本史I(古代)

H tこMtf法

12月21日(水)

?　　　見学　京都市・奈艮市

12月23日(金)

1月　9日(月)講義

1月17日(火)講義

1月18日(水)見学

1月23日(月)講義

1月25日(水)見学

1月27日(金)見学

2月1日(水)見学

日本の政治

日本史[ (中世)

法学部教授　　　　高橋　　衛

経済学部教授　　　菅　　詩-

総合科学部助教授　佐竹　　昭

経済学部助教授　　北岡　孝義

文学部教授　　　　坂本　賞三

法学部教授　　　　畑　　博行

法学部教授　　　　今中比呂志

文学部助教授　　　岸田　裕之

広;..'.'<蝣庁

日本の国政と地方　　法学部教授　　　　村上　武則

nfll

:¥yつTrfl7:tf

尾道市

キリンビール工場
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2月7日(火)講義　日本の建築

2月15日(水)見学　筆作り工場

2月21日(火)講義　日本の美術

2月22日(水)見学　広島刑務所

2月㌘日(月)講義　日本の司法

3月1日(水)

?　　　　スキー旅行

3月3日(金)

平成元年度前期

4月28日(金)見学

5月8日(月)講義

5月12日(金)見学

5月26日(金)見学

6月　2日(金)実習

6月9日(金)実習

6月12日(月)講義

6月14日(水)講義

6月16日(金)実習

6月30日(金)

広島市郷土資料館

能の精神世界

窯元

廿Itj'倍　Tsド;m:

華道

・*・- '道

利休の思想

日本史Ⅲ(近世)

書道

?　　　　似島キャンプ

7月2日(日)

7月14日(金)実習　和算

9月8日(金)講義　日本の司法

9月25日(月)修了式

工学部教授　　　　鈴木　　充

総合科学部教授　　金田　　晋

法学部教授　　　　筑間　正泰

総合科学部講師　青木　孝夫

山田　芳子

陣崎美知子

蝣蝣^Mi　幸子

文学部教授　　　　有元　正雄

学校教育学部教授　森井　一幸

徳永　博且

法学部教授　　　筑間　正春

昭和63年度後期は日本の政治・経済・法律面に,平成元年度前期は日本の芸能面

に重点を置いてプログラムを組み立てたoまた・宿泊プログラムもこれでより2本増

やし・全体としてかなり内容の多いプログラムになっている。しかし,学生の側から

みて実りが多かったかというと全体として悲観的であるo昭和64年が明けてから,請

義・見学への参加者が減り,そのまま平成元年度前期のプログラムが終了してしまっ

たo修了式の後学生にプログラムに対する意見を聞いたが,参加しなくなった学生に

とってその原田は明白であったoすなわち・講義・見学の内容が自身の関心に合わな

いか・仮にあっても短い時間内で必要な知識を身につけるの無理だと思ったと言うの
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である。平成元年度後期は,このような意見を参考にプログラムの立案の段階からこ

れまでのやり方を改めた。これについての報告は「留学生日本語教育」の次号に回し

fj^bI^hI

注1昭和62年度から昭和63年度前期までのプログラムについては, 「留学生日本

語教育」 1号を見られたい。また,昭和60年度以降の広島大学における日本

語日本文化研修留学生は,以下の通りである。

昭和60年度

国 籍
氏 名
生 年 月 日

悼
別
研 修 分 野 指 導 教 官

オース トラリア R ow ena,G a i W a rd
1965.4.12.

女 日本語 教育学部
教 授 奥田 邦男

大韓民国 C ha i, S ook- in ( 葉淑仁 )
1964.2.20

女 日本中世文学 文学部
助教授 位藤 邦生

イギ リス F orrest , S te沖an M ichael
1964.1.2

男 日本語 . 日本近代文学 文学部
助教授 位藤 邦生

イギ リス H elen S ian E lizabeth P arker
1963.12.2.

女 日本語 . 日本文化 教育学部
教 授 奥田 邦男

中 国 H an i X ue ( 韓雪 )

1962.10.5.

女 日本語 . 日本文化 教育学部
教 授 奥田 邦男

ニュージ- ランド C arolyn1965.7.2告nn Sh aw 女 E]本語 教育学部
教 授 奥田 邦男
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昭和61年度

国 籍 氏 名

生 年 月 日
性
別

研 修 分 野 指 導 教 官

カ ナ ダ S tove l i J ean e tte A de le 女 日本語 文学 部

196 3.7 .4. 助 教授 位藤 邦 生

フ ランス S av a jo ls . S y lv ie 女 日本経 済 拝 済学 部
196 4.4.2 0. 教 授 高 橋 衛

アメ リカ合衆 国 P flueg er , C h r istophe r 男 日本古典 文 学 文学 部

T im o thy
1965. 8. 2.

助 教授 位藤 邦 生

イ ギ リス G re en ,19 66. 6.2冨 ila ry J eann e 女 日本語 教 育学部
教 授 奥 田 邦 男

イギ リス C la re , A nn e M a rga re t 女 日本社 会 教育 学部

19 65. 3. ll. 教 授 奥 田 邦 男

中 国 Z h ang ,19 60.8 . 1警 ing M ir塔( 張 明明 ) 女 日本語 教 育 教 育学 部
教 授 奥 田 邦 男

タ イ T g豊 irapo rn >W ee raw an9 .17 . 女 日本語 教 育 教育学 部
教 授 奥 田 邦 男

イギ リス B e nn e t , N ich o la s Ja m es 男 日本語 . 日本文化 教育学 部
196 4.9. 4. 助教授 浮 田 三 郎

西 ドイ ツ J a n se n > U te 女 日本語 . 日本 文化 教育学部
196 2.ll. 12. 助教 授 浮 田 三 郎

中 国 X u e ,1960. 3.菖la n g 辞 担 ) 男 日本 語 . 日本 文化 学校 教育学 部

助教授 佐 々木 岐
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昭和62年度

国 籍 氏 名
生 年 月 日

悼
別
研 修 分 野 指 導 教 官

タ イ M anu s w e tera sun ーS om s o喝
1966 .6.2 9.

女 日本語 教育学部
教 授 斉藤 稔

タ イ 0 姐nti【nabh a , v anv ipa
1967 .5. 18.

女 日本語 教育学部
教 授 細田 和雅

タ イ 号av96,的 m in ,P iea ngp enp it0. 15. 女 日本語 教育学部
助教授 岡崎 敏雄

イン ドネシア E nda唱 C h ri stijan i K a r tika
一泡 uni. 5.15 .

女 日本文化
( 日本の教育 )

教育学部
教 授 三好 信浩

イン ドネシア Iwan G un aw an 罪 日本語教育 . 意味論 教育学部
1964 .4. 14一 教 授 木坂 基

フィリピン T an ,A n ton io 男 蝪* 蝣-・ 教育学部
1960 .3.2 3. ( 言語 . 文学 .歴史 ) 助教授 縫部 義憲

中 国 Zhang , Y ii唱 ( 張穎 )
196 1. 12 .14 .

女 日本語 . 日本文化 教育学部
教 授 相原 和邦

中 国 L i, P ing ( 李 揮 )
196 2. 12 .2.

女 日本語 . 日本文学 教育学部
助教授 沼本 克明

大韓民国 K ang , S uk (菱 淑 )
196 8. 1.3.

女 日本語 . 日本文学 .
日本文化

教育学部
助教授 沼本 克明

オI ストラリア 呈dgard , L i6 6.4 .23 . 紬 An n 女 現代日本文学 教育学部
教 授 相原 和邦

フランス David i S oph ie M a r ie - A 伊leS
1963. 3.2 1.

女 日本文学 ( 幼児教育 ) 教育学部
教 授 森 林

イギ リス Evan s, C a the rin e J an e 女 日本語 教育学部
1965. l l. 2. 教 授 奥田 邦男

イギ リス M cm ah oni A nn a K a th e r in
1966 .7.3 1.

女 日本語 教育学部
教 授 奥田 邦男
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昭和63年度

国 籍
氏 名

生 年 月 日
性

別
研 修 分 野 指 導 教 官

タ イ C h inv ig a i , W an na 女 日本語 ( 日本 文化 ) 教 育学 部
196 6.2.6 . 助 教授 浮 田 三 郎

タ イ T a e i N am th ip 女 日本語 ( 日本 文化 ) 教育学 部
196 7.5. 19. 助教授 長 友 和 彦

イ ン ドネ シア l uy un1966. 8㌢ sliyah 女 日本語 教授 法 教 育学部
助 教授 縫 部 義 憲

大韓民 国 C h oi i J in S un ( 在鋲 善 ) 女 日本文 学 教育学 部
19 67. 2.20 . 教 授 相 原 和 邦

大 韓民 国 L ee i S uk Y oung ( 李 淑嘆 ) 女 I:巳本文学 教育学部

19 68.7 .2. 教 授 相原 和 邦

中 国 W ang , Z h i S ong (196 2.6.2 9 . 王志 松 ) 男 日本近 代文学 教 育学部
教 授 相 原 和 邦

中 国 W an g , B ao S ha n (195 8. 12 .9 王宝 山 ) 男 日本語 . 日本 文化 教 育学部

教 授 沼本 克 明

中 国 H e , J ia R ong (196 0.1. 12. 何 家 蓉 ) 女 日本語 . 日本 文化 教育学 部
助教授 水町伊 佐 男

アメ リカ合 衆国 L a f io sca , D av id D om in ick 罪 日本語 教育学 部
196 6.3.6 . 教 授 細 田 和 雅

アメ リカ合 衆国 W agn er1967. 10悪 r la L yn ne 女 日本語 .言 語学 教育学 部

教 授 細 田 和 雅

アメ リカ合 衆 国 雪恕 豊 t G a ry N obuyuk i27 男 日本語 . 日本文学 教育学 部

教授 カ、カンプ如 寛 子

ブラ ジル T a sh ir o , E liza A tsuko 女 日本語 教育学 部
1964.3 .15 . 教 授 木坂 基

イギ リス V o ss , T im oth y M ich ae l 男 日本語 教育学部
196 7.6 .2 6. 助教授 岡崎 敏雄

ベルギ . J a spa e rt , G re ta C lara 女 日本語 ft ff学 部
19 66.9. 14. 助教授 熊 取 谷哲夫

オ ランダ H e ld er, E lisabe th M aa ik e 女 日本 語 教育学 部
196 7.9. 14. 助教授 多和 田真一郎

講 師 深 見 兼孝

フ ラ ンス M a rie i C ec ile M ich e lle 女 日本 語 教育学部
196 1.8 .24 . 助 教授 上 原 麻 子

ス イ ス E u s te rh o lz. A n drea s H e in r ich

1964.9 ▼9.
男 日本 語 . 日本 文化 教 育学部

数 1授 斉藤 稔

イギ リス W ia lley , C laire M e r ie l 女 日本語 . 日本文 化 教育 学部

1966 .ll.2 7. 教 授 奥 田 邦 男

イギ リス J one s , L in d say S a rah 女 E]本語 . 日本文 化 教育学 部
1967.8 .7. 教 授 奥 田 邦 男
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「教員研修留学生コース」

-t-　　1仁　志

第9期教員研修留学生コース活動報告(1988. 10.-1990.3)

I　研修プログラム

A　!'(.什芋

1)教育学,心理学,教科教育学に関する英語による講義演習。 ( 1年)

2)授業参観,特別活動見学をはじめ,その他各種の教育施設,社会教育施設の

見学。 (1年)

3)課題研究-指導教官の下で,各自の研修テーマを研修。 ( 1年半)

B　日本文化,日本事情(1年)

1)日本文化,社会に関する多方面からの英語による講義,実習。

2)文化活動に参加,各種文化施設の見学。

C　日本語教育

1)日本語初級特講。 (6カ月)

2)日本語中級特講。 (6カ月)

3)上記以外の日本語・日本事情のクラス。 (学生の能力,必要に応じて)

D　研修論文及びアブストラクトの作成。

Ⅱ　研修プログラム内容

A　教育学

1)講義・演習

1988/10/27 (木)

11/14(月)

11/18 (金)

12/15 (木)

12/16 (金)

1989/1/9(月)

1/30(月)

「日本の教育制度」教育学部助教授　岡東尋隆

「日本の幼児教育」教育学部教授　祐宗省三

「日本の初・中等教育」教育学部教授　片岡徳雄

「各国の教育事情(1)」教育学部助教授　二宮　暗

「各国の教育事情(2)」教育学部助教授　二宮　暗

「日本の教員養成」教育学部教授　吉田正晴

「日本の高等教育」西条共同研修センター講師　田畑佳則

2)学校・教育施設見学

1988/ll/ 2 (水)　本川児童館

11/9 (水)　広島大学附属小学校
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1988/ll/15 (火)

11/19 (士)

11/22 (火)

11/24 (*)

11/25 (金)

11/26 (土)

11/29 (火)

12/6 (火)

12/8 (木)

12/13 (火)

1989/ 1/12 (木)

1/17 (火)

1/23 (月)

1/26 (木)

2/21 (火)

4/10 (月)

5/19 (金)

6/3 (土)

6/9 (金)

駈/12 (月)

B　日本文化・日本事情

1)講義・演習

1 1988/ll/7 (月)

12/1 (木)

12/3 (土)

12/19 (月)

1989/ 1/19 (木)

2/14 (火)

2/16 (木)

2/17 (金)

2/18 (土)

4/ll (火)

6/6(火)

こども文化科学館

広島大学附属幼稚園

広島大学附属東雲中学校

広島市中央公民館

広島大学附属高等学校

生物生産学部練習船　豊潮丸(呉中央桟橋)

観音中学校夜間部

広島市中央図書館

海田朝鮮中・高級学校

広島会計学院

海上保安大学校

広島県教育委員会

広島市教育センター

広島県高等職業訓練校

罪-学習社

広島大学附属高等学校入学式

広島大学西条新キャンパス

広島市立養護学校

呉高等工業専門学校

広島商船高等専門学校

「日本国憲法」法学部教授　畑　博行

「茶道」陣崎美知子

「華道」陣崎美知子

「書道」森井一幸

「日本舞踊」行広雅子

「コンピュータ実習(1)」教育学部教授　利島保

「コンピュータ実習(2)」教育学部教授　利島保

「コンピュータ実習(3)」教育学部教授　利島保

「コンピュータ実習(4)」教育学部教授　利島保

4/15(土) 「ワードプロセッサー実習」

教育学部助手　飯田史也

「日本の経済」総合科学部助教授　川辺信雄
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日付不明

2) .1と　′

1988/10/21 (金)

10/28 (金)

11/ll (金)

11/28 (月)

1989/1/27 (金) -

〟13(月)

4/28 (金)

5/ll (*)

5/26 (金)

「日本の美術」教育学部教授　斎藤稔

平和記念公園

広島城・縮景薗・広島市映像文化ライブラリー

宮島

マツダ

1/28(土)　尾道市

NEK広島放送局

広島市郷土資料館

広島市現代美術館・医学部医学資料館

耕三寺・排三寺博物館

C　日本語教育

1)日本語初級特講(1988年10月　1989年2月。遇15時間必修)

9 :30 - 10:20 10:40 - 12:20

月 深 見 内 藤

火 深 見(L .L .) 奥 田

水 浮 田 縫 部

木 長 友 多 和 田

金 深 見 上 原

日本語講師

浮　田　三　郎

多和田　真一郎

長　友　和　彦

上　原　麻　子

深　見　兼　孝

縫　部　義　憲

奥　田　久　子

内　mミ　til　十

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部講師

広島大学教育学部助教授

広島修道大学教授

広島女学院大学助教授

2)日本語中級特講(1989年4月1989年9月。週14時間の中から選択

3)上記以外の日本語・日本事情のクラス(1988年10月1990年2月。能力と必

要に応じて選択)
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D　その他

1989/2/8(水)-2/W(金)　スキー研修(大山)

3/1(水)-3/3(金)　研修旅行(萩市・津和野町)

6/16 (金)-6/18 (日)　青年国際セミナー(国立江田島青年の家)

7/1(土)-γ2(日)　広島市青少年セミナー主催

青少年との国際交流「似島キャンプ」 (日本語研修コース,日本語・日

本文化研修留学生と共に参加)

12/6(水)-12,/7(木)　トヨタセミナー(皇田市)

-115-



第10期教員研修留学生コース中間報告(1989.10.-1990,3)

I　研修プログラム

.l ftfl'-v一二

1)教育学,心理学,教科教育学に関する英語による講義演習。

2)授業参観,特別活動見学をはじめ,その他各種の教育施設,社会教育の見学。

B　日本文化,日本事情

1)日本文化,社会に関する多方面からの英語による講義,実習

2)文化活動に参加,各種文化施設の見学。

C　日本語教育

1)日本語特講(初級～中級)。 (6カ月)

Ⅱ　研修プログラム内容

A　教育学

1)講義・演習

1989/ll/ 2 (木)

11/9 (木)

11/16 (木)

12/`13 (水)

12/14 (木)

1990/1/9 (火)

1/30 (火)

「日本の教育制度」教育学部教授　青木薫

「日本の幼児教育」教育学部教授　祐宗省三

「日本の初等・中等教育」教育学部助教授　安原義仁

「各国の教育事情I 」教育学部助教授　二宮胎

「各国の教育事情Ⅱ 」教育学部助教授　二宮胎

「日本の教員養成」教育学部教授　吉田正晴

「日本の高等教育」西条共同研修センター講師　田畑佳則

2)学校・教育施設見学

1989/10/20 (金)

10/那 (金)

11/24 (金)

12/8 (金)

は/15 (金)

1990/ 1/26 (金)

13　日本文化・日本事情

1)講義・演習

1989/ll/7 (火)

12/2 (土)

広島市青少年センター

広島市映像文化ライブラリー

広島大学附属幼稚園・附属中学校・附属高等学校

広島市中央公民館・広島市立中央図書館

広島県教育委員会

広島市教育センタ-

「日本国憲法」法学部教授　畑博行

「茶道」陣崎美知子

「華道」陣崎美知子
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2)見・学

1989/10/20 (金)　平和記念公園

10/那 (金)　広島城・縮景園

11/10 (金)　宮島

1990!2/3(金) -　2/3(土)　尾道市

C　日本語教育

1)日本語特講(1989年10月～19卸年2月)

9:50 - 10:40 10:50 - 12:30 13:20 ー15 :00 15:10 - 16:50

月 深 見 渡 部 .渡 部 深 見

火 中堅K 9:00-10:40) 小 野 *l; H I 多和田

水 浮 田 浮 田 大 槻 大 槻

木 深 見 浮 田 深 見 長 友

金 深 見 深 見 浮 田 .深 見

日本語講師

浮田三郎

多和田衷一郎

」.三*蝣rnr-:

深I..I孝

夫・1
i:i子

奥田久子

小野由美子

i.<・*
-<部志L!.

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部助教授

広島大学教育学部講師

広島大学教育学部非常勤講師

広島修道大学教授

広島中央女子短期大学講師

広島大学教育学部非常勤講師

D　その他

1990/2/12 (月)-2/14 (水)　スキー研修(大山)

2/17 (土)-2/18 (日)　国際交流活動研修会

(広島市似島臨界少年自然の家)

2/26(月)-2/28(水)　研修旅行　(萩市・津和野町)
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外国人留学生日本語研修コース

・utTllH ll/.一一filニ

「成果報告」の表を示す。活動内容は,創刊号で述べたそれに準じる。

日本語研修コース(第六期) 1988年度(四月～九月) `成果報告

期 日 授 業 内 容 等 特 別 研 究 指 導 等 備 考

4′12
開 講 式

オ リエンテーシ ョン

4 / 13 - 4 / 15
面接 , 発音 , ひ らがな ,

初歩文型

4 / 18 ~ 4 / 2 2
L l 一、 3 4/2 2

原爆 資料館 .平和公園

4′2 5 ′2 9 L 4 - 6 4′29

公休日

5/ 2 - 5 / 6
L 7 5′6 映 像文化ライブラリ- 5 /3 ,4

広島 城 . 綿 貫園 5 公 休日

5/ 9 - 5/ 13
L 8 10 5/ 13 宮 島

5′16 ′2 0
L ll 12

中間 試験

5′2 3 一、 5/ 2 7
L 13 15 5/2 7

錦帯橋 .岩 国城

5′30 ′ 3
L 16 18

6 / 6 ~ 6/ 10
h 19 一、 21 6/ 10

ガ ラスの里
「専門用語解説 」開始

6′1 3 ′17
L 2 2
前半 期末試験

6′2 0 ~ 6′2 4
L 23 一、 24

6 / 2 7 一、7 / 1
L 25 26 7′ 1

尾道市

7′ 4 ~ 7/ 8
L 27 28

7 / 1 1 ~ 7′1 5
L 29 3 0

中間 試験

7′18 ′2 2
L 31 ～ 32 合 宿 キャンプ ( 青 少年セ

ンターと合 同 )

7′2 5 ~ 8′3 1 夏 季休業

9′ 1 ～ 9′ 2 L 3 3

9′ 5 ～ 9′ 9 L 33 34
9′ 9

N H K 広 島放送局

9′1 2 ~ 9′16 特 別講義 期末試験

9′1 9 特 別講義

9′2 0 成 果発表 . 修 了式
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日本語研修コース(第八期) 1989年度(四月～九月)成果報告

期 日 授 業 内 容 等 特 別研 究 指 導 等 備 考

4′12
開 講 式

オ リエ ンテーシ ョン

4′13 ~ 4/ 14
面接 . 発音 . ひらがな

初歩文型

4/ 17 - 4/ 2 1 L l ~ 3 4′2 1 原爆資料館 .

平和公園 .青少年センター

4′24 ′、 4/ 28
L 4 4′2 8 映像文化 ライブラリ

I . 広島城 .縮景園

5/ 1 - 5/ 5 L 7
5/ 3 , 4 , 5 公休日

5/ 8 一一 5/ 12 L 8 10 5′12 宮島

5/ 15 ~ 5/ 19 L l1 - 13
中間試験

5′22 -~ 5′2 6 L 14 16 5′26

錦帯橋 . 岩国城

5/ 2 9 - 6 / 2 L 17 19

6 / 5 ~ 6 / 9 L 20 ~ 21 6′9

ガラスの里

6 / 12 一一 6′16 L 22 6/ 15
前半期末試験 「尋 .門用語解説 」開始

6/ 19 ~ 6′2 3 L 23 24

6′2 6 ′30 L 2 5 26 6′3 0 , 7′1,2
似島合宿

7 / 3 ′.7 L 27 28

7′10 一、 7′14
L 29 30

中間試験

7′17 一、 7′2 1 L 31 ~ 32 7′2 1

尾道市

7 / 24 - 8 / 3 1 夏季休業

9′ 1 L 33

9/ 4 - 9 / 8 L 33 ~ 34
9/ 8

N H K 広島放送局

9′11 ′、 9′15 特別講義 期末試験

9/ 18 特別講義
9′15 公休 日

9′19 成果発表 , 修了式
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期 日 授 業 内 容 等 特別研究指導 等 備 考

10′11
開 講 式
オリエンテーション

10/ 12 ~ 10/ 14 面接, 発音, ひらがな
初歩文型

10′17 一、 10′21 L l 10′2 1
原爆資料館 .平和公園 . 少年センターJ

10′24 ~ 10′28 L 4 10/ 28 映像文化ライブラリー .
広島城 .縮景園

10′3 1 -、 11′ 4 L 7 一、 8 11′ 3 公休日
11′ 4 大学祭

11′ 7 一、 11/ll L 9 - ll 11′11
宮 島 .

ll/ 14 ~ 11/18 L 12 14
中間試験

11′2 ト、 11′25. L 15 ~ 17 11′25 11′23 公休日
マツダ 11′27 青年祭

ll/28 ~ 12/ 2 L 18 19 「専門用語解説 」開始

12/ 5 ~ 12/ L 20 - 21
期末試験

12′12 ′、 12′16 L 22 ~ 23 12′16
錦帯橋 .岩国城

12/ 19 ~ 1/ z m m

1/ 9 ~ 1/ 13 L 22 -、 23

1/16 ~ 1/20 L 24 25 1′20
ガラスの里

1′16 公休日

1′23 ~~ 1′27 L 26 27 1′27, 28
加計町ホームステイ

1′30 ′ 3 L 28 29

2′6 ～ 2′10 L 30 2′10 2/ 11 公休日
中間試験 尾道市

2′13 ~ 2/ 17 L 31 32

2′20 ′24 L 32 33 2′24
N H K 広島放送局

2/27 ~ 3/ 3 L 34
期末試験 特別講義

3/ 6 - 3/ 9 特別講義

3/ 10 成果発表, 修了式
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